
2018年度 秋 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL73018B04）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

セルビア A201 行政サービス 個別 新規 2年 ・2019/1 ・2019/2 ・
2019/3

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

欧州統合省

2）配属機関名（日本語）

クニッチ市役所農業・環境保全課

3）任地（ クニッチ ） JICA事務所の所在地（ ベオグラード ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 車 で 約 3.0 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

配属先は、クニッチ市の農家を支援する部署である。同部署は、36の村から構成される413平方キロメートルのエリア
をカバーしている。農業が盛んで、野菜、穀類、果物、酪農製品など、多種にわたり生産されており、地域の主要産業
となっている。農家のほとんどは、3～5ha規模の耕作地で農業を行う小規模農家である。市役所全体の年間予算は、
約5億5千万円。外国の援助としては、流通構造を簡素化し、小規模農家が海外を含む大きな市場にアクセスしやすくす
るための計画がポーランドの支援で進められている。

【要請概要】
1）要請理由・背景

配属先が管轄する農家は、ほとんどが家族経営の小規模農家で、恵まれた気候と豊かな土地を利用し、リンゴ、プラム、
花梨、チェリー、梨、ウォールナッツなどを生産し、冬季は畜産業を行っている。農業は同地域の主要産業である。現
在、農家と自治体の関係は個別に1対1で行われることが多く、農家同士の連携は希薄であるが、配属先は、農家をまと
め、流通、販売などの支援を通じ、地域の一体感を作りたいと考えている。このような目的を達成するために、事務作
業の効率化やデータベース作成などにより、行政機能を向上させ、農家への支援をより良いものにしたいと考え、日本
での経験あるボランティアへの協力の要請が出された。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

役所内での活動と地域農家へ出向く活動の両方が想定される。
1.登録された農業関係者のデータベースを構築する。
2.地域農家と役所のコミュニケーションを活性化させ、協力関係強化を推進する。
3.5S(整理、整頓、清掃、清潔、しつけ)カイゼン活動など、役所内の業務効率化を図る。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

事務機器

4）配属先同僚及び活動対象者

市職員 男性1名 女性3名 50代
活動対象 地域農家

5）活動使用言語

その他

6）生活使用言語

その他

7）選考指定言語

英語(レベル:B)

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


【資格条件等】
[免許]：（　　　　）

[性別]：（　　　　）　備考：

[学歴]：（大卒）　備考：同僚のレベルに合わせる。ため

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：現場での知識と経
験が求められる

[参考情報]：

　・「地方自治体での農業に係る経験」または

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（湿潤大陸性気候）　気温：（-15～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水道]：（安定）

【特記事項】
活動及び生活言語は主に現地語(セルビア語)となり赴任後に現地にて学習する。
派遣前訓練では英語を学習する。
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